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五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
三
日
間
に
わ
た
り

茨
木
県
桜
川
市
で
行
わ
れ
た
、
平
成
二
十
九
年
度
全
国

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
の
総
会
と
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
重
伝
建
を
擁
す
る

全
国
九
十
四
市
町
村
が
加
盟
し
て
お
り
、
今
回
の
協
議

会
に
は
六
十
八
市
町
村
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年

度
開
催
地
で
あ
る
桜
川
市
に
は
茨
城
県
唯
一
の
重
伝
建

地
区
「
真
壁
」
が
あ
り
ま
す
。
研
修
で
は
こ
の
地
区
を

視
察
し
た
ほ
か
、
職
員
研
修
で
は
全
国
各
地
区
の
現
状

や
課
題
、
事
例
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
号
で
は
、
こ
の
桜
川
市
に
あ
る
重
伝
建
地
区
を
ご

紹
介
し
ま
す
。  
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真
壁
（
ま
か
べ
） 

 
 

 

種 
 

別 

在
郷
町 

 
 

 

選
定
告
示 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日  

 

平
成
五
年
に
、
住
民
有
志
が
保
存
団
体
を
結
成
、
専
門
家

に
真
壁
の
町
並
み
調
査
を
依
頼
し
、
本
格
的
な
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
並
み
写
真
展
や
、
石
蔵
で
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
伝
統
的
な
建
造
物
の
保
存
に
向
け
た
啓
蒙
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
保
存
団
体
の
提
言
を
受
け
、
平
成
十

一
年
に
は
行
政
と
し
て
登
録
文
化
財
制
度
の
積
極
活
用
を
開

始
、
短
期
間
で
百
棟
を
超
え
る
登
録
を
進
め
、
真
壁
は
登
録

文
化
財
の
町
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

真
壁
の
町
並
み
が
高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
く

の
住
民
の
間
に
も
町
並
み
を
見
直
す
気
運
が
起
こ
り
、
平
成

十
五
年
度
か
ら
保
存
対
策
調
査
を
実
施
、
平
成
十
九
年
に
保

存
条
例
を
制
定
、
平
成
二
十
一
年
に
「
桜
川
市
真
壁
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

 

真
壁
の
町
並
み
は
、
真
壁
氏
が
戦
国
末
期
に
整
備
し
た
城

下
町
に
起
源
を
持
ち
ま
す
。
関
が
原
の
合
戦
後
、
こ
の
地
を

治
め
て
い
た
真
壁
氏
は
秋
田
に
移
動
し
、
江
戸
初
期
の
千
六

百
六
年
に
浅
野
長
政
が
真

壁
に
入
り
ま
し
た
。
真
壁

の
町
割
り
は
、
長
政
と
そ

の
子
・
長
重
に
よ
っ
て
完

成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
真
壁
は
、

大
阪
や
奈
良
、
岡
崎
か
ら

木
綿
を
仕
入
れ
て
月
十
二

回
の
市
を
開
き
、
東
北
の

 

商
人
を
集
め
る
木
綿
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
周
辺
地

域
の
物
産
が
集
散
す
る
在
郷
町
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。 

 

明
治
時
代
に
入
る
と
製
糸
工
場
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も

に
、
石
材
業
（
真
壁
石
）
も
興
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
割

り
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
伝
統
的
な
通
り
の
交

差
点
に
は
完
全
な
十
字
路
は
存
在
せ
ず
、
間
口
の
広
い
短
冊

型
の
敷
地
に
は
、
真
壁
造
り
の

木
造
店
舗
を
中
心
に
見
世
蔵
、

塗
屋
、
木
造
住
宅
、
土
蔵
、
石

蔵
、
門
な
ど
の
江
戸
時
代
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
多

彩
で
良
質
な
建
造
物
が
残
さ

れ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
町

並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

木造洋風建築（昭和２年築）  

現在は一般開放されている 

村井醸造 

町場でありながら江戸から明

治期の薬医門が多く残る 

見世蔵 石蔵 
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午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
一
時
頃 

 

集
合
場
所 

福
蔵
院
駐
車
場 

 

参
加
費 

 

無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
） 

 
 

※
登
山
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 
 

※
荒
天
の
場
合
、
集
落
見
学
会
に
変
更
し
ま
す
。 

 

申
込
み 

 

文
化
財
課
ま
で
（
☎ 

三
二-

五
〇
七
六
） 

   

木
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入
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文
化
財
課
職
員
が
景
観
に
配
慮
し
た
木
製
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

入
れ
を
作
製
し
、
観
音
堂
及
び
福
蔵
院
に
設
置
し
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
九
年
八
月
三
日
（
木
）
、
四
日
（
金
）
の
二

日
間
、
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
の
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
が
甲
州
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
に

は
九
県
・
十
五
市
町
村
に
十
六
地
区
の
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
が
所
在
し
て
お
り
、
本
協
議
会
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。 

 

三
日
の
午
後
に
重
要
文
化
財
旧
高
野
家
住
宅
に
お
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
を
行
い
、
工
学
院
大

学
の
小
林
直
弘
氏
に
上
条
集
落
の
防
災
上
の
特
性
や
対
応

策
、
山
梨
家
並
保
存
会
の
石
川
重
人
氏
に
上
条
集
落
で
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
日
の
午
前
中
に
は
現
地
見
学
会
と

し
て
上
条
集
落
を
見
学
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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と
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の
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こ
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勧
学
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の
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学
見
学
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六
月
六
日
に
こ
と
ぶ
き
勧

学
院
の
皆
様
を
ご
案
内
し
ま

し
た
。
上
条
集
落
の
歴
史
や

甲
州
民
家
、
養
蚕
な
ど
に
つ

い
て
集
落
内
を
歩
き
な
が
ら

約
二
時
間
熱
心
に
勉
強
さ
れ

て
い
ま
し
た
。  
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植
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六
月
十
八
日
に
「
上
条
を
活
性
化
す
る
会
」
に
よ
り
た
く

さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど

に
成
長
し
た
ひ
ま
わ
り
の
苗
を
等
間
隔
に
植
え
な
お
し
、
約

一
時
間
で
道
沿
い
の
畑
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ま
わ
り
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
開
花
す
る
八
月
ご
ろ
が
楽
し
み
で
す
。 
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く
り
事
業
の
報
告
会 

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
採
択
を
受
け
て

今
年
三
月
に
実
施
し
た

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
り
と

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
移

設
の
事
業
に
つ
い
て
、

五
月
二
十
九
日
に
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

組
長
は
じ
め
組
の
皆

様
と
「
上
条
を
活
性
化

す
る
会
」
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
地
域
と
行
政

が
協
働
し
て
よ
り
よ
い

事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
地
域
活
動

（
活
性
化
す
る
会
の
活
動
）
も
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

な
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
の
高
い
評
価
を
選

考
委
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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で
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で
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